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 1 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      １         戸 上  健 

 

○ 都市計画税について 

 

都市計画税に対する納税者の不満がある。同税の使途について以

下の点を問う。 

 

①都市計画税の課税根拠、目的は何か。 

②賦課地域と納税者数、税率、税収額。 

③賦課初年度とそれ以降の賦課総額。 

④都市計画事業、施行期間、投入資金額、財源内訳。 

⑤同税の見直し検討の状況。 

 

＜市長及び担当課長＞



 

 2 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      １         戸 上  健 

 

○ 水道料金の引き下げについて 

 

 家計を温める施策を市民は待望している。昨年９月議会での質問

以降、その後の進展についてきく。 

 

①県企業庁が示した給水原価引き下げの動向。 

②それを受けての市の対応策。 

 

＜市長及び関係課長＞ 



 

 3 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      １         戸 上  健 

 

○ 第６期介護保険事業計画について 

 

 市民は介護保険料の引き上げを心配している。第６期計画に基づ

く保険料の圧縮についてきく。 

 

①全体計画の特徴はどうか。 

②保険料圧縮についてどのような対応を講じたか。 

 

＜市長及び関係課長＞ 



 

 4 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

       １         戸 上  健 

 

○ 地域再生計画について 

 

 国は地方再生計画を各自治体に求めている。本市はどのような計

画で臨むのか、以下の点を問う。 

 

①鳥羽市の現状と課題をいかに分析しているか。 

②地域再生の目標と具体的事業。 

 

＜市長及び関係課長＞ 



 

 5 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

       ９         橋本 眞一郎 

 

○ 本市のごみ処理対策について 

 

次の点についてきく。 

 

①やまだエコセンターへ移行後約 1年が経過したが、現在の状況

について。 

②９月の本会議でも一般質問した事業系ごみの推移について。 

③分別品回収時の不適切物混入有無について。 

④鳥羽市清掃センターの跡地利用策（施設の解体計画）について。 

⑤答志島清掃センターの運転を継続した場合と、やまだエコセン

ターへ移行した場合の費用対比について。 

⑥平成２５～２６年の２カ年事業で２億７千万円の予算で漂着

ごみ処理を行ってきたが、平成２７年度以後の見込みについて。 

 

＜市長及び担当課長＞ 



 

 6 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      ９         橋本 眞一郎 

 

○ 本市の救急医療体制の取り組みについて 

 

 次の点についてきく。 

 

①サポートステーション認定制度の創設に至った経緯について。 

②サポートステーション認定制度のメリットと課題について。 

③ＡＥＤ取り扱いに対する市民意識について、消防署の認識は。 

④空白時間帯に対する消防署の考えと、サポートステーション認

定制度の関わりについて。 

⑤サポートステーション表示証交付事業所に安楽島小学校が認

定されたが、残る幼稚園、小学校、中学校への取り組みについ

て。 

 

＜市長、消防長、教育長及び担当課長＞



 

 7 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

３           井 村 行 夫 

 

○ 社会保障・税番号制度（マイナンバー）の取り組みについて 

 

 平成２５年５月３１日マイナンバー関連４法が公布され、平成２

８年１月からマイナンバーの利用が開始されます。この制度は国民

一人ひとり１２桁の番号を割り当て、個人情報をその番号で把握し、

管理するもので市民にとって重要な制度です。本市に於いて本年１

０月から市民に順次番号の付番通知が開始されます。数ヶ月に迫っ

た重要なマイナンバー制度開始に伴い、様々な準備・問題点今後の

対応など次の点についてききます。 

 

①マイナンバー制度の概要。 

②マイナンバー制度の利便性について。 

③導入に向けての対応準備。 

④情報漏えいへの対策について。 

⑤今後のスケジュールと周知について。 

 

＜市長、副市長及び関係課長＞ 



 

 8 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

       ７          坂 倉 広 子 

 

○ 災害に強いまちづくりについて 

 

①公共施設等の総点検について伺う。高度成長期に作られた全国の 

道路や橋などの老朽化が進んでいる現在において、今後増加が懸 

念される維持管理や計画的な点検や修繕を図ることが大切と考 

えるが、現時点の市道や橋の点検状況について伺う。 

⑴具体的な点検方法について。 

⑵現在の点検状況について。 

⑶路面下空洞化陥没による危険性の認識について。 

⑷今後の対応について。 

 

②災害時の避難所の鍵の管理体制について伺う。 

 

＜市長及び担当課長＞ 



 

 9 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

       ７          坂 倉 広 子 

 

○ 図書館の整備について 

 

雑誌スポンサー制度について伺う。 

 

①雑誌の利用状況について。 

②制度導入に対する教育委員会の考え方について。 

 

＜市長、教育長及び担当課長＞ 



 

 10 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

       ７          坂 倉 広 子 

 

○ ＩＣＴ教育について 

 

文部科学省が発表した調査によれば、タブレット型パソコン端末

などの教育用コンピューター１台当たりの児童・生徒数６．５人、

電子黒板の整備台数１学校当たり２台となっている。子どもたちの

学習意欲を高める効果を発揮しています。本市の取り組みについて

伺う。 

 

①電子黒板の導入状況について。 

②反転授業の取り組みについて。 

 

＜市長、教育長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      ８          世 古 安 秀 

 

○ 鳥羽市の教育について 

  

 新年度から地方教育行政法が改正されるが、その内容について問

う。 

 

①改正のねらいは何か。 

②教育委員会の組織がどのように変わるのか。また、鳥羽市の移 

行する時期はいつか。 

③市長、新教育長の権限と責任はどのようになるのか。 

④総合教育会議の所管はどこが行なうのか。 

⑤教育に関する「大綱」はどの様なものか。 

 

＜市長、教育委員長、教育長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

       ８          世 古 安 秀 

 

○ 青少年の声を鳥羽市の活性化にどう活かしていくのか 

 

 ①若者の政治離れをどう認識しているのか。 

②青少年が交流する「たまり場」づくりが必要と考えるが、取り 

組みをどう進めていくのか。 

③選挙権年齢を１８歳に引き下げる公職選挙法の改正が、今国会 

で成立される見通しであるが、投票率向上への策は。 

④今後どのように青少年の声を行政に反映していくのか。 

 

＜市長及び担当課長＞ 



 

 13 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

       ８          世 古 安 秀 

 

○ 介護職員の処遇改善について 

 

 ①介護現場の実態をどの様に把握しているのか。 

②介護職員の処遇改善について、国の動きと鳥羽市の対応は。 

③介護職員の育成をどの様に進めていくのか。 

 

＜市長及び担当課長＞ 



 

 14 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

     １２          山 本 泰 秋 

 

○ 「食」と「景観」による観光振興について 

 

鳥羽の観光資源は「食」であり、「景観」であり、そして「歴史

文化」であると思うが、しかし、そうした豊かな、恵まれた観光資

源が十分に活かし切れていないのがその実態ではないかと考え、今

回は、特に「食」と「景観」の観点から、「観光鳥羽」活性化への

視点で質問をする。 

 

①この度「第二次鳥羽市観光基本計画」が策定されたが、平成２

６年に実施した観光客のアンケート調査の結果でも、観光鳥羽

への来訪目的の１位は「美味しいものを食べる。」であり、ま

た、観光客が鳥羽に期待することとして「地域性豊かな食の提

供」が、その第１位を占めていること等を考えると、まさに「食」

を観光振興策の柱に据え、施策を展開することが求められてい

るのだと思うが、どのような具体的方策を考えているか等々を

きく。 

②また、観光振興を図るうえで「景観」も重要な観光資源だと考

えるが、今後の自然環境を守ることも含めた「景観の保全」、

また「景観づくり」の推進等についてきく。 

 

＜市長及び担当課長＞ 

 


